
 

 匝瑳の植木の販路拡大、特に輸出を促進するための取組みを推進することで、植木産業をさらに
飛躍させる。 

 加えて植木を観光資源として、外国人を含めた交流人口を創出する取組を推進することで、「植木
のまち」としての魅力と裾野を広げ、新たなビジネスを開拓する。 

 「輸出の振興」と「植木を活用した観光」の二本柱の取組みを通じて、本市の地域性に応じた地方
創生の実現を目指す。 

地方創生加速化交付金を活用した事業 

資料４ 

世界に羽ばたけ！匝瑳の植木展開事業 

 

 飯倉地区に認定こども園・特別養護老人ホーム・サービス付高齢者住宅等を整備し、これらを核と
して、雇用と地域住民と都市部からの移住者との交流等による賑わいを増やすための事業を検討
する協議会を設立する。これを運営する費用を支援する。 

 住民、金融機関、大学、福祉などさまざまな分野から参画する協議会にて策定した分野横断的な
事業計画を、事業主体である社会福祉法人九十九里ホームが推進することにより、雇用の場を提
供するとともに、移住者と交流する環境を整備することに資する。 

13,000千円 

匝瑳市版CCRC構想策定等事業(飯倉地区) 5,500千円 


